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論文審査の要旨 

 

閉塞性睡眠時無呼吸症候群（obstructive sleep apnea syndrome：OSAS）の標

準的治療は経鼻的持続陽圧呼吸療法（continuous positive airway pressure：

CPAP）である。CPAP により OSASの自覚症状や併発症、死亡率が低下することが

知られているが、CPAPアドヒアランスは約 40～70%と満足できるものではない。

現在、CPAP アドヒアランスを予測する因子は確立されておらず、生理学的観点

から CPAPアドヒアランスを検討した報告は少ない。本研究では呼吸生理学的因

子である呼吸波形と CPAPアドヒアランスとの関連を検討した。 

CPAP 適応となった OSAS 患者に対して CPAP 導入時に CPAP 装着下での安静覚

醒時呼吸のモニタリングを行った。得られた呼吸波形と CPAPアドヒアランスと

の関連性を前向きに検討したところ、アドヒアランス不良群の一回呼吸時間お

よび一回換気量の変動係数はアドヒアランス良好群に比べて有意に高値であっ

た。一回換気量の変動係数についてアドヒアランス不良を予測する ROC 曲線を

用いて検討した結果、カットオフ値は 34.0%であった。別の対象群でのカットオ

フ値の妥当性の検討でも、一回換気量の変動係数が 34.0%以上の患者では有意に

アドヒアランスが不良であり、CPAP装着下での覚醒時安静呼吸不規則性が CPAP

アドヒアランスの予測因子になり得ることが証明された。 

CPAP 装着下での覚醒時安静呼吸波形の計測は、非侵襲的かつ簡便に行うこと

ができ、臨床現場で実用的かつ有用性の高いものと考える。本研究は CPAPアド

ヒアランスの予測因子を開発しただけでなく、呼吸の安定化が CPAP アドヒアラ

ンスの向上につながり得る可能性も秘めており、独創性の高い有意義な研究と

評価される。公聴会においては、質疑応答にも十分答えており、関連論文も含め博

士の学位に値する意義ある研究と評価した。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに睡眠時無呼吸症候群の

診断・治療の進歩に寄与するところが大きいと認める。 
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